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『アブ リカの奴隷f｛易と

そのf賞い』
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アブリ力 1；行P4吟なカ、んずくV可アツリかの干、ニ二アi戸よinJ',': ,' ： 

Lil l"t.': t守一ロツパとの本十件'r'-J，なJ在＇i,

I If rL1マ＇） 二ろであり，それ：t；土して＇，；：ヤ以隷の貿易に上

: r ii＂われた。そして，以泳＇（｛ ,,,j :J lリ［［：紀にいたるま

れ＇こ 100年以上ものな;I,パラ；こ：， ;fこr ; 'ii・けられ，その

l に数百万，あるいい紋「 ijと仁唱、.l）れる多数のf

ソリカ人奴隷が「輸HUされていったの℃ある。

われわれが現代のアフリカを埋解するにあたり，そこ

む(f-ti:.われた奴隷貿切をと、のように｛ι尚：，川T」：〉二とカ

きるので‘あろうかO

:'i'( ！の制点は，奴誌としア「人間」

戸》て，アブリカの｛1、；；，A:f: ii・乃

, I：＇：：υ：！J、と U、う｜！日題であ｝） 二i＇；上、

", ',Uliliiに分けること；）：：をふ）

や「i；翁／LUするこ

けうた変す－；t，てjf
¥ ；＇＇；こよ欠（／） l：う Ii:

山一つは，アフリカ ））L、がし1/J：：日jHi／，が奴隷貿易に

よって優秀な労働力を史失した結果，そこにおける農業

の生産情造がどのように変化したかとヤうメ［：産の側［f1iに

r主iするものであり，他の一つは，奴隷輸出の見返りにiJ1/,j

入されたヨーロッパ産の各種商品が，アフリ ・！7の伝統社

会においてどのように受け入れられ，かれらの生活態度

Jどとしっとうに改革してい ·~ 1/) ／ト t二L'.・, (j 費の領！Ji訂にか

かわるものである。

二;ic Iこ対して，第2のHUJ、としとお出土れるのは，ア

ブリりがら中南米地域へC'）は漆質討をfq，｛「することが，

ヨー口ッパにとってどのような，嵐味を持っていたのかと

し、う問題がある。

アフリカの奴隷貿長；はひとりアブリカ伝統？上会の変2

に影響しただけでなく， ヨーロッパの経済社会の発）J主に

対しでもきわめて重大な影響を及ぼしたと考えることが

L. 4、し， ヨーロッパに J；い 'T こYL；ー に込支 .~.ll,た奴
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翁t貿坊に関する：書物は，単なる興味本位かあるいは機悔

に；~，］ちたものが多く，総合的かっ客観的な立場にもとづ

く分析はまれであった3 それは，ひとつには， m外すi打、

んみれば似事長:WMの実態があまりにも伐附であったこと

戸 i,iりjI ぺ、‘るとj旦われるが，それに 1,J、L : i'f(きさな

川上 ! . ，，ソパにと，，てアノ：） !J ＇.＇）似法 f(Mがiji.fζ 

,,iJi,'.''. I i ’すぎ・I'，φ、なくと 4それにj;t・J,j・る百九人

γ五；， l t:：ム ' . U、かに利益をちtWiJイ/J、と L、y ことf」17

':'・ .／二／：， t~Jl；、 ·11：であ.，て，奴隷V'.i'..}!, I ! fj,i；：ァ y 1）力の伝

統十Li'，にとってL、かなる立味をI!i-，ているのかィピ汚えどj

也、岐mがなか，Jfこ／λにあるの

そのような状（比において，三二におi介ずる／〈クスト L

oγ竹下ii t. 3きにj£ぺたような多くの附’浴会乗り越えて

, ; 11 I； し•ilj＇／＿.；本貿易を総命的か. ' ,': ）.、め.-: ;;y ,'((, i二分析し

.·• ,', ,i, /,:.1！／＇史的文献の一つ Fふノ〉

品行山正予11fi土必ずしもJJJ-JらかてはなL、が，本；t：ーの主）Jlv'i

＇！・Jつi1]¥,!tιiリ：39年、月i守， ロン i：：の［以波伐ろぱ苦Ji：ーと

! りとい11沼化のための協会 II向山口ly for the Ex-

tinc:tion of the Slave Tr乱deand for the Civiliwtion of 

Af:・ica）会Llーの般にあったことからもわかるように，ア

フリカの奴隷貿易に社しては批判的な立場を！＇ tv、てきた

人物：7あ J 》fこと足I、わ;ll.る。

ところで，木々の出版に先だって，イギリス政府は

11-<0i’に 、fンとの11¥Hこ奴隷f'{＇）び）!-it ii＿（！）ょこんの協定：

＇，・；；，＇，人 ！,;・ ,・ ,b .，たが， I約30/f二i¥::i= ，，、Jこ＇ : j' ；・フワカ

.; ,i;{_ :t＇てiji t （火！！！，として就けらjして L、！: ' 二ぴ）上うな4丈

"i＇；二 ，t,. ' J，箸ri・パクストンiこと； ：本,l}il.以 i、の

•• Jの通i裂な役割をIj.えられていたと考えられる。

その一つは，過去数百午の間行なわれてきた奴隷貿易

が，プフリカの伝統社会をL、かに泌百しさせ搾取してきた

かということを指摘することにより，ヨーロッバにおい

て奴隷貿め廃i上の気運を高めるというものであり，もう

1 it. k:;Jn:Uhを廃止したのtパワアブリりn会に対し

)J・-ll J パはそれまで行な y ときに搾ll＇！の・Jl実を謙

上位にjι行L, ぞれの償いをいかにifなう主、に／〉いてJt.体

i'iJ/;jli'.'t:: j uというものであ J 川γ

II 

1時f巧l土，第 If郊においてイギリス，スペイン，ポルト

ガノレをはじめとするヨーロッバ系商人がアフリカの奴隷

氾刊によってし、かに莫大な利益をあげてきたのかについ

C, .,.1 ,J, Cf子新iに叙述している。

.·,~ 1JJに，かれはアフリカから←：1--，，ノパ商人の手によ
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って1!1:Yik各地へ翰出されたYブリカ人以：］＇.について， （そのほ！：／ν ＇－:t，イギリス政府の11/Uモi也1'¥'if,（からr受け

::_-n ;I！慣がどの程度のもので土〉／｝たにつかう〈とれを推計 取＇ /-_ ,!;i':iiペ、Yi：＇；芹である〕を！駆使しつ＇）ぷ訳出こ；企／ ζて

j :・, -l－；にきわめて闘記廷でふろとし な，，；：，，，） fラジ レ／〉

1 ー（，プエ／レト・リコ可 / l ノソ’ 1レベ，あ 'lli'f ・J ¥ －二；t，、＇ill寺，ヨーロ 、トハ1'1＇介｛fi人た

之）＇、iJよyキサ λf(ど0）；千1111のイ ，＇（許リ即ζl、t企i、
，，液1達に縦宇IllさjLた－~は｛＇；＇一出にもと〆：U 、て白’ 18:27イ｜‘／う、「》！討，＼（） iji.tr;」：＇:tff，今d!IJとしてて＇ itな＜ f;I中fj/:!;[Ol 正／j ＼－、公立；~1：：にしと J

1fにL、たる 4｛ドJI¥Jの、I；χJてTブリカ人以織ltN,1・・：3tそ u、℃lリi（， 泊hにした1：人 Cあ i），さらに，アワリカn；＂にお

！日7J人のものが「1fq品／-lけされてu、たことを:t1/1,:I している。 し、て山く行たわれていた「人身供養jに〆山、ても．その

: ;・'., j＇略／れれは奴隷貿 Mの！＇i!_N，＇：そで雪 ；： fペ十 1HiWJこJ幹 夫悼み::r1-A，じあ I：すとこ九なく：i下Kiiliて，：：－：，ti.γ1ぜ、；3、二

川下j /-J』；こは，アブリ hか，－，q,i十j(Ji [!_;'~ foi）送されろ }-i -_ j' (' 

I -q」亡しf二奴隷の数をも 1Jil1:、lたけれ；； /r; らな＇，•と Bト仁、 1< l)ci, 'i'i fl郊におL、て者：r.-, （！此；JH'f',,¥ :_1, ff'i ¥ 、j

工＇Jii Iしうるかぎりのデー γ；ー：＿；，：；ぺリ去のi全q,, け
っと イ【口ソパ諸国はアフリ f.1（！） 伐－＇.•ItY'{ ＼）；の；｛1ftf・_ 

1: I人j 引にした奴隷の比取は！’ノ II 川，；：＇，＇ :,1,；償みされ に勺 J）川［！けヘ／三けではなく，ア7 '} !; ti.＇.＇γ） /'I! l}!lに社

危Hf／｝／；（での奴隷に対してお～44%にも述した（p.18：＼）と してはす寸んでそjclこ協力しなければならないことを強

述べている。；JIIえて，アフリカの内陸℃捕縛された奴隷 謝している η

が償／－Hi巷で待機している間に死亡することなどをあわせ すなわち，半年？？は， 18:lOI]＂代以前まゆでにイ年リつえが探

推υ｜すれば， 1000人のう九ゎγか：lOO人脱皮の奴隷しか ってきた奴線貿幼l必11－.のための施策を批判して， 「ア 7

実際に中南米地域へ七l注するまで牛a き伐ってはU、な7！＇つ リりの奴隷貿助事守廃止させるために軍＇l~カが！県ーたすべき

に＇： )' •• ) ;) Lる（p.199）とも述J 、 ,, -"., そ［＿ ，：，かれは 役',i;I日t¥: .J ,,J1-c ,r,:要なものがあると！とι、fこ／ニリu-t衣
・: 1:',j] iノペ:i}j人の奴隷が中南たれi1_'; .i¥ :: ,--! れた背後 品［c'＞がLi：’・，1,・1，まび11¥,!j立を期大するだけ-Citな＼、た：二子（f

！っし JI;:r ~5～zg万ものT ブ， !; I，＇パネ.jt，ふ！JL1：：してし、fて 牧ぜf代初J-ltI) .h ／，，蒸A品誌を河己置す；＿，二とに工 ぐ，f（’Ji：‘

リ、：7 っきょく，アフ•； '; (! ,f,y.:Jt＇バ，__ ,, -Zをき j主主 力ぺ：＇.； J'Ni;: -{I) !fi ，／－べきであるJ(p. 三i-i:i)t lJi'. J』l_-: ＼、

！？ょ.－ ; ' 1力人：：t-f,f,HCOfJ),I :1.:_ i, it 1. t二－ :itil引I_': A1 -:, (J，さらに， wiお／］だけによってアフソカの奴隷i道弘を

としてい：：：， り ？たJ1－.させることができると考えるのは浪りで， 「そのい

18071'f-にはイキリスによって，似宗主宰mo〕出Jj：力行（；＇； J：わL'<'t者坊を従止するためには，｝J；（住民たむの心か「J

2s ,jl,, J;¥JJ:: 1,がtt,1j)tされて，，，たにもかかわら吋， ¥i-i:¥O{f OJj；仏ブ」を 11トなければならな」、」（p.却のとして，アブリ

代にいたってもそのように大州模に以隷,j'~ ＇（＇（が行なわれ カ人首長たちとのri・,1で奴隷貿妨げじii：のための協定を結ぶ

、＼！こ：＇）； t, イギリスとスぺ J-i,1,JJ正l；こ J山守止1i,;1江に

♂1,11・ いv年かったポノレトプ＇／ ,: ,·1,,j!/11fi：、；，＇1J'~ で？千IH

', (ii i, I二位ら*1,，その1京をかかf）－＇：， 二＇：：＇二仁＝て fギリ

リハI（↓w";<'Jr話検を避けながら叫；:It口勺治、i; /,: ＇コれたため

あ v l三ども指摘している（Jl.三1I:, 

そして，著者は iイギリス政府やスペイン政府が以主主

貿易の廃止に対して非常な努力を箆ねてu、たにもかかわ

らず，依然としてそれが続行されていたのは，それがM

よりも莫大な利益をもたらしたためであった」（p.221) 

とし二 Jてとえば1838年ハパナ港、はfブ！） .•1 沿岸でわ

，川 Jて〆ドで買い取られた／／｛.%itが汁i(I：；：＞いとャう驚く

さ日＇：i＇，、！｜内段で売られていた！川、がふらて e’＂.指摘して

' ／ヘム

二山人うに， ;i'il部で著者iIアブ 1; /) (/I／／ぶま貿易の規

模に関する推測にもとづし、てそれがν、かにJ広大な利益を

もたらしたかとレうぷにつU、て， きわめて？？：山な資fl

壬 しよ， j ;Jl；く I_ Cv、る。

〆 k C ：~ペー：工、は議貿易に代わって r ア ＇） !; cl)if:川J:

会吟／，：：，1/ ,~ Lt ，：， たのに，その恵まれよこ天然、資；11；（＇引 IV.¥li

境な土井： （｛',jiこi,f，用する必要性を説さ、たとえばi品川年

iこ111,¥1,yノl力立‘らイギリスへ輸出＇； it!ニおもな民iんは

ノ；ーム・オイノレ，チーク材，ゴム，および象牙ーなどにす

ぎなかったが，実際にアフリカ大陸が産出するものは農

産物から商産物，鉱産物，および水産物にまでその種額

は枚挙にいとまがないほど豊富であることを指摘してい

るけ

そしと，奴は貿易を実質的にも廃止させるためには，

その忠市な資似と恵まれた環境条件とをi分利用すふこ

とによ J て，アフリカ社会iこ商業を定着させ，ついで比較

fドJ~＇｝ I川l，（されてきた鉱物資源の凋発を iI なうと，，，]ii、いこ，

ヨーロッパでの需要が増してきたコーヒーや棉花などの

商，＇，，＇，！ 1二物の栽Jf；も本絡的に行なわれなければならないと
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二二 二： 書 評

J主へて，，，る（pp.;1)1）～：1--10)

このヒうなlWJIJ,i't'Jなtit「7をfj f( l，、んがん七／；汗it, ／パ

,1，♂I ;i': ＇~ド ±r~ , j；主点， < :t -c i, Y -, 'I 1J人［＇jJトぽ） i (j;/J!,: 

('.,},'_Ii二fl と.i＼.ごこど泌されイJ 、2'(,v.,・::. :r；二 －；~：· アF

]-:-1 .，ノ，；／＇；［！.］； t ,・ } I）り人；て！お ｝jJ .•：，三どはあ， γ 1,

/J. JI 「j，，、，:JI.~. そも正 ill I f「人すムて T(l ,j・ 、予 －c/.(' ·).'.• 

、5じに， i¥:｛＂，が指摘する「人身供茶j hどのアフリカ

u~におけと｝リ＇h'li さわ支るtn宵につν、ては，それは必 f

L 1, -十J!Jtf会に例｛fの ι の日.ttr_ ，，；，＇~かムみて， j' 

アけずJ人fr:1／巳f'l;1,r I主i,,に 4抗t,t.: q,しり守ふア〉と・J-＜，三レil: 

芳tn

P ノII!Jれ；＿， i'l 11;1J~I；立法の！凶行全 U· 「》 <I二／／ ,1 ：：似j主n

\)Ji，·•）：＼＇：ぷ L ’のて； tt仁く， <111,n :.fとや I一口、ソハi）‘九のlt1.

L :i,、し司 件れといえど 4】γ ゾ I)-I；人：・1 J;J,が＝内f','r{n .:.t'I.，裂があ。 t・tti f 二そ rt: ＼，~が声fυJ，＇，れたのであり，そ

；｜ペ1t'J能力f,'.fo fごL、三：かというれに＇）＇，、ご＼， [I：日士J:, i, の；l:ii果、 アア I）か；［会じり＇i'iたと泰lドムー Jiが被j失さhi吹

-/ II f人： t 'r:1 I ・1 .,. ＇＼トj',f, jろことが ：.－＇与のでキ 3ん， ：＿＂、戦，： 1τ11/f'.l.¥:rJtl'.dが＇I·:/•fご3れてい ＇！二E--I';えみの

ん、＇ I, } ; I J ';/ l i t‘ 7 7＇；り人；二｛。 jや＇： ,11 I；うにし； みi，；、iIi：げヲてi士！（＇.、t'_ 7-，りヵ、〉

,JI（：ヒ寸，：＇：： t・.-,ri::7）：， かノ J(p.’1:i7! ':: i I山.・c ¥ ;:J 二二に指摘し たi：ろに，本,tHt,r~ ’z；なー：〆〉の HU.＇. ん、人

そLて唱 ／’－－； '・' -/JJ！；〔（ii＇；の [i¥lf二iti＿主i,Eが {lt•j主く、立’J:,c". （／）うよい士欠く•／，の守あろい

；，・；，，吃：；王ニィ！早7日くか／μ 亡とはWIJ,・:h-J, '::Lt与が「.L. I_ /Jぃ！ τ ,j正,l}IJ,[IJ i J ，＼；れた1'llllt,L/Jli'I＇二の f，＇（－； ζ品目存

亡j＇；；’ i ! －.＇；人 i;:.'i'し夫lγ）に ・，：：ぺi;'t;_.f'i',I .1:•J"i• t》あわ！土 ？！会内iた川／；： jラえれば， 持者がきわめて大きなW'Iよをれ

てLイょ＇，、ごとに Jr;(i，、IJ－ふものとiuふく， hサl＇＇♂） i月λ‘;Ji, ｝九、／二二土はねらに!J_I.{象することができるっそのよう

＼＇二 ／！、，71;:: l: ：，とJつE、と その L:/ h 喰l{t！ヒcl,(6Iイ3 た／（hi'のq,にあ J J ども，なおかつf谷説にi'fわされろこ E

Zとに仁 ；ー；3が；〆ノ j:IJ人cl)'WI'!i,,:'1jll]j ~JL ろらて 人二位打点つ r -; ，；力）以（J民の能力（ぷ質〉につL、て治的

ふ7,：， とI-:: '・ ，ρ カイi；ことれは，そ，nH);,', 1－リベ i}{y_ 

: l ＼」， -.1, ,r，ザ！， j't,i, I！，ヰLJてJ二Li て f ；、〆•：1 j〕〈ふ、ノ1

かザ＞ ilc'''rな，，Hilfi主 I:I. えたこどは耗？？の真’~を 1，／.，山イ R

v>N t予や jぐl_ （＞，、；；：， ':¥・ 、1）かけjL/-fなムなJ～
( ,J/,j I', lJ[ 'it ::1: キパ t!.::r rL.) 
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片山，；ケノ、ト； i仁 ），； ,1~ (-'lヘ：｛； I }Ii：ごJ ; ＇，、亡、 ノ’ノリ ！；

｛）以；Jt,".J:＇，＇.刀h さ~， 1, : kWJI/\H::,1 ，九日、；1i1ir 上く－~＇＂、 •11~

円；【f仁rnr11iL、、 ！rt;,!.Jt：’二三士係1,.;,1L，そプ）；、.－， i 

JI人d:i.11'J／.仁i;.::11:rt占士！ii直1-fi、3弓ノ，：，，十め；－てと fγIJ ,,, / t 

y,F(j,1> 11 lu'( ·~~II':·"' iυ11_-J・ /, !c: ，，、うよ，； ) ) !, j！、 aて，＼ (・er, f二

そしご， Y11「I必のにふヘにfi'ih，五AJ(,).lご，：＇＜ ／こ勺fJC')/,, i 

か・1'1う汁王とんどゾ己 b二日吹したのは， Ju_，；，佐古坊がt'O<:,:

刊futをif:_;/'_・ ":t):CIJ)f'・］刊であった三土にιょ心力：， h,JI時；二

アフリカ ti（，，こ.［j＼、と：人1.j'(_lJ，義j という i；うなi圭｛いと

山忍さに；i~，jt) i二↑l't日かすでに｛rιLc：， ゾここ Eにも起11,1

するとJ日向lノているc

し，iJミし，アフリり内l;;J..漆貿易は，ただ引にそれをjq1J「

したヨ一日ソノ、主主ii百人のみに七加の干i]L主をもたらしたの

ごはなL、J I flf•r-j 米作i也の f Jγ リス官;g!i:1],c;J色などにあヮ／ご

プ＇.？：.千』ン i ンに｛fして，多数の：)I;；庁長で必健なそ_I,!入山；

｛動力を： i!Ufiす之〉どと t に，家内工宅ノト「〉二iブえ；：l~J工？？？：へ II比

戊してjlf学m，命を推進 jζ〉のに必要と Fれた商品，l'fJ)hρ

拡大と，氏本の調達を：可能にし た点におし、て，アブリり

の奴隷f'{¥,¥it{,¥(I）ア、資本h義経涜の発IJ¥'cに三そJ，け，，f,;

j~耳な武Ml、をなしたとだえろ，、きで舟J Fちc,0 
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